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本 田 彩 香

　この度はこのような記事執筆の機会をいただいたことに御礼申し上げます。私は2025年秋にＡＰＡＡに

入会し、ＡＰＡＡ 2025に参加しました。本稿では、エクスカーションの感想を中心に大会の参加報告を

いたします。

　11/07（会期二日目）、マレーシアに到着。初参加者向けイベントや開会式に参加しました。初めて目

にするライオンダンスの演舞に、国際的イベントに参加したことを実感しました。会場などから見える、

光り輝くペトロナスツインタワーの力強い姿に圧倒されました。

　11/08、前日に引き続き予想以上に多くの方とご挨拶を交わし、名刺があっという間になくなっていく

ことに驚きました。英語での会話に頭をフル回転させる一日となり、日本との時差が殆どないことをあり

がたく思いました。夜のイベント「Cultural Night」では、４つの文化に分かれた展示や食事を通じてマ

レーシアの多様な文化的背景を学ぶことができました。

　そして11/09、エクスカーションとしてマラッカツアーに参加しました。二日間を屋内で過ごした後の

屋外行事は、気分をリフレッシュできるありがたいタイミングでした。他国や他国代理人の方への理解が

少しでも進めばと思い、文化や歴史に関連する本ツアーを選びました。

　当日は６時30分集合という早いスタート。深く考えずに一人で申し込んでしまい、出発前は心細さを感

じていました。ホテルで急いで朝食を済ませ、まだ薄暗い中を集合場所である本会場へと向かいました。

前日まで先輩の後ろについて移動していたため道に迷ってしまい、大幅に遠回りしました。更に不安な気

持ちで本会場の長いエスカレーターに乗っていたところ、幸運にも同じツアーに参加される日本の先生方

とお会いできました。先生方が集合場所で私の待合席まで確保してくださり、大変心強く思いました。

　マラッカはクアラルンプールから約150kmの場所に位置し、ユネスコ世界遺産に登録された古都です。

16世紀に建設されたセント・ポール教会跡やプラナカン文化を伝える博物館などの歴史的建造物が並ぶ市

街地の散策やリバークルーズなどを通じ、街の成り立ちを体感できました。

　実際に歩き始めると想像以上の暑さで、本大会の記念品として配布された日傘が非常に役立ちまし

た。教会跡の一角ではギターの弾き語りがなされており、ルイ・アームストロングの名曲「What a 

Wonderful World」が本人を彷彿とさせる嗄れ声で歴史的空間に響いていました。その歌声に同様に足を

止めていた海外代理人の方と思わず感想を交わし、気持ちが和ぎました。その後の自由時間ではその方と

一緒に行動し、お土産選びをするなど穏やかなひとときを過ごしました。

　一日を通して歩く行程の中で、何人もの国内外代理人の方と、仕事の話のみならず日常的な話も交わす

ことができました。帰路は渋滞の影響で長時間（確か４時間程）のバス移動となりましたが、近隣の席の

先生方とゆっくり会話をする時間となりました。街歩き等をしながらの会話は会議室とは異なる距離感を

生み、自然な交流につながったように感じます。

　エクスカーションでご一緒した先生方とは、最終日のGala Dinnerで再び顔を合わせることができ、一
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緒に踊る機会もありました。大会参加を通じて以前より他国が身近に感じられるようになりました。この

経験を今後の代理人間コミュニケーションに活かしていきたいと考えています。

　最後になりますが、この貴重な機会を企画・運営してくださったＡＰＡＡ関係者の皆様、エクスカー

ションをご一緒した皆様、送り出してくださった所属事務所に改めて御礼申し上げます。

ペトロナスツインタワー

　

リバークルーズ　




